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研究成果の概要（和文）：主にケトン体代謝に重要なSCOT遺伝子の肝臓特異的発現調節機構について解析し、１）3’
非コード領域へのmiRNA結合等による肝臓特異的な調節はないこと。２）転写レベルにおいて肝臓ではSCOT発現が抑制
されていることを明らかにした。またβ-ケトチオラーゼ欠損症でのD317N変異はミスセンス変異というよりスプライシ
ング異常を来す変異であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I mainly analyzed the mechanism of liver-specific suppression of SCOT gene.
1)Liver specific suppression activity was not observed in human and mouse 3’non-coding region sequences 
when examined by a luciferase assay. 2)Using ChiP assay with RNA polymerase 2 antibody, transcriptional 
activity of SCOT hene regions were compared with that of GAPDH in mouse heart, kidney and liver tissues. 
SCOT transcription in the liver was much low comparing to that in the kidney and heart. These data 
suggest that SCOT gene expression is suppressed mainly at the transcriptional level in liver. I also 
confirmed that a missense mutation c.949G>A(D317N) caused exon 10 skipping in the mini-gene splicing 
experiment, indicating that this mutation functions as a splicing mutation rather than amissense 
mutation.

研究分野：小児科学
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１．研究開始当初の背景 
  ケトン体は脳においてグルコースの代替
となるほぼ唯一のエネルギー供給ベクター
である。ケトン体は肝臓で主にβ酸化系由来
で産生され、肝外組織で取り込まれ、サクシ
ニル-CoA:3-ケト酸 CoAトランスフェラーゼ
（SCOT）およびミトコンドリア・アセトア
セチル-CoAチオラーゼ（T２）によって活性
化され、acetyl-CoAとなってエネルギーとし
て利用される。ケトン体の利用障害をきたす
SCOT、 T2 の欠損症では重篤なケトアシド
ーシス発作をきたし死亡したり、重篤な後遺
症を来しうる稀な疾患である。しかし診断が
つけば、重篤な発作を予防して正常発達する
ことができることから重要な疾患である。 
 申請者は、国内外におけるケトン体利用障
害をきたす T２欠損症、SCOT欠損症疑い患
者の酵素診断、遺伝子解析のセンター的役割
を現在まで果たしてきている。 
  ヒト T2, SCOTの cDNA、Geneはすべて
申請者らが報告しており、世界の T２欠損
症,SCOT欠損症の大半の臨床情報，細胞を有
し，蛋白遺伝子解析はすべて申請者らが報告
し、臨床への還元のための報告も行ってきて
いる(英文原著論文 60編、英文総説 3編、英
文著書分担執筆 4編など)。アミノ酸置換の蛋
白３次構造への影響についての検討にも早
くから注目し、ヒト T２、SCOT蛋白モデル
を発表し、その後フィンランドの Wierenga
博士との共同研究で、ヒト細胞質チオラーゼ、
ヒト T２の蛋白３次構造を決定した。ケトン
体利用系の SCOT、T２の発現調節について
の知見は少なく、ケトン体代謝の異常症とと
もに生理的な遺伝子発現機構についても申
請者が行っていくべき課題と考えている。 
 
２．研究の目的   
本研究のテーマは平成２１年度〜２３年度
で「ケトン体代謝異常症の分子病態とその原
因酵素遺伝子の発現調節機構の解明」として
行ってきて、その結果をふまえて行う研究で
ある。 
(1) ミスセンス変異の RNA プロセッシング
（主にスプライシング）への影響 
エクソン内の１塩基置換により、新たなスプ
ライス部位が生じた例（Mol Genet Metab 
2008）や実際ゲノムレベルでの遺伝子診断
ではエクソン内の１塩基置換がスプライシ
ングに影響を与えるのかを知ることは難し
い。ミスセンス変異を導入した mini-gene 
splicing experiments を行い、どの程度
RNA プロセッシングに影響するのかにつ
いて検討する。 
(2) SCOT遺伝子は肝臓で発現すると、futile 
cycle を形成し、肝臓で合成したケトン体を
肝外組織へ送りだすのに不都合となる。この
ためラットでもヒトでも SCOT 蛋白は肝臓
外では広く発現しているのに、肝臓特異的に
発現していない。肝臓特異的発現抑制機構の
解明は未だ達成できていないが、有名なα

-fetoprotein でさえ、出生後の発現抑制、腫
瘍化での再発現メカニズムの詳細は不明で
ある。そのため十分チャレンジする研究課題
と考え、継続して解析を計画する。ヒト遺伝
子の解析では肝臓そのもののデータが得難
く、それがクリアな結果として出にくい要因
の１つと考えられた。今回はヒトに加えマウ
スの SCOT遺伝子の解析、多動物種比較解析
を行うことで解析を進めた。 
 
３．研究の方法 
(1) ミスセンス変異の RNA プロセッシング
（主にスプライシング）への影響 
ACAT1 遺伝子の c.951C>T を解析した exon 9
〜11（一部イントロンの中間を除去）を組み
込んだ splicing mini-gene を用いて、
c.949G>A 変異を in vitro mutagenesis で組
み 込 ん だ 。 こ れ を SV40-tarnsformed 
fibroblasts に導入して、RNA 抽出、cDNA 合
成後、これら splicing constructs に由来す
る cDNA を解析した。エクソン１０スキップ
に与える効果を c.951C>T と比較した。 
参考論文：Fukao et al: A novel mutation 
(c.951C>T) in an exonic splicing enhancer 
results in exon 10 skipping in the human 
mitochondrial acetoacetyl-CoA thiolase 
gene. Mol Gene Metab 100 (2010) 339–344. 
 
(2) 3’non-coding region における SCOT 遺
伝子発現量調節の可能性 
pMIR-Report system の miRNA expression 
reporter vector(pMIR-report luciferase)
という発現ベクターのfireflyルシフェラー
ゼの cDNA の下流にヒトおよびマウスの SCOT 
3’non-coding region を挿入した。それを
HepG2 細胞、HeLa 細胞にリポフェクタミンを
用いて細胞に導入し、２４時間共発現させ、
細胞を回収後ルシフェラーゼ活性の測定を
行った。ウミシイタケの異なる蛍光のルシフ
ェラーゼベクター(hRluc)を共発現させた。 
 
(3) ChiP アッセイによる SCOT 遺伝子発現解
析 
マウスの肝臓、心臓、腎臓について Epiquick 
Tissue Chromatin Immunoprecipitation Kit
のプロとコールに従って、RNA polymerase 2
での免疫沈降をおこなったのちに SCOT, 
GAPDH での real time PCR を行った。 
用いて行った。 
 
４．研究成果 
(1) ミスセンス変異の RNA プロセッシング
（主にスプライシング）への影響 
 我々は D317N(c.949G>A)という変異を１患
者で同定した。この変異は以前に同定した
exonic splicing enhancer 変異 c.951C>T 
(D317D)と２塩基しか離れておらず exonic 
splicing enhancer SF2/ASF の結合サイトの
コンセンサスから同様に外れる方向への変
異と考えられた。そこでこの変異についても、



mini gene splicing experiemnt でその効果
を確認した。その結果本変異は c.951C>T と
同様に、一部の転写産物においてエクソン１
０をスキップし、その効果はエクソン１０の
最初の１塩基 c.941 を C＞G に変更すること
で消失した。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 3’non-coding region における SCOT 遺
伝子発現量調節の可能性 
SCOT 遺伝子の３’non-coding region はヒト
において約 1660 bp,マウスにおいても約
1570 bp あり、翻訳領域に比べて長いのが特
徴であり、miRNA の結合などによりその領域
に発現量が組織特異的に調節されている可
能性がある。pMIR-report luciferase という
ベクターで firefly ルシフェラーゼの cDNA
の 下 流 に マ ウ ス お よ び ヒ ト の
３’non-coding region を挿入して、肝臓由
来でSCOT mRNAの発現のないHepG2細胞、SCOT
発現の強い HeLa 細胞に導入して、そのルシ
フェラーゼの発現をみることで、この領域が
肝臓特異的 SCOTmRNA 量の発現量の調節に関
与しているかの検討を行った。図には
１)SCOT3’ non-coding region のはいってい
ない pMIR-report luciferase＋hRLuc、２）
ヒトの SCOT3’ non-coding region を挿入し
た pMIR-report luciferase＋hRLuc、３）マ
ウスの SCOT3’ non-coding region を挿入し
たpMIR-report luciferase＋hRLuc、４）hRLuc
のみを HeLa 細胞で発現した場合（HeLa）と
HepG2 細胞で発現した場合（HepG2）の
pMIR-report luciferase /hRLuc の比を示し
た。このように HeLa 細胞においても、HePG2
においても SCOT 遺伝子の３’non-coding 
region を挿入した場合同程度にルシフェラ
ーゼ活性の低下を示し、肝臓特異的な発現調
節という観点からはこの領域は大きな関与
をしないと結論づけた。 

 

 
(3) ChiP アッセイによる SCOT 遺伝子発現解
析 
広く組織発現するGAPDHとSCOT遺伝子のRNA 
polymerase 2 による ChPアッセイをマウス肝
臓、腎臓、心筋において行うことで、SCOT 遺
伝子がどれだけ RNA polymerase 2 によって
転写を受けているかについて検討すること
ができる。それが肝臓において特異的に低下
していれば、転写そのものが低下しているこ
とが示唆出来る。Epiquick Tissue Chromatin 
Immunoprecipitation Kit を用いて行った。
その結果肝臓においては確かに RNA 
polymerase 2 による ChiP アッセイで他の臓
器より SCOT 転写が低下していることが示唆
された。しかしその低下が発現がほとんどな
いことを示すほどではなく、実験系の限界を
示すものかもしれない。 
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